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研究成果の概要（和文）：今日、日本において大きな社会問題となっているのが「ブラック企業」である。ブラ
ック企業とは、新卒正社員を大量に採用するも、その社員たちを入社後に過当な選別競争にさらし、そのために
異常な長時間労働と残業代の未払いを当然のこととして受け入れさせ、競争からあぶれた社員を自発的な退職へ
と追い込むような戦略的パワーハラスメントが行われている企業のことを指す。我々は、(1)CMSやディスコース
分析の知見を用いてブラック企業の日本企業の伝統的な「家」の戦略的利用について検討、(2)ブラック企業を
乗り越え、様々なステークホルダーの利害を包摂した新たな経営理念に基づく企業のあり方について研究を行っ
た。

研究成果の概要（英文）："Evil company" is a major social problem in Japan. Evil company is a company
 that hires a large number of new graduate full-time employees, but exposes them to unfair selection
 competition after joining the company, forcing them to accept abnormally long working hours and 
unpaid overtime pay as a matter of course. This refers to companies where strategic power harassment
 is carried out that forces employees to voluntarily resign. We will (1) use knowledge from CMS and 
discourse analysis to examine the strategic use of Japanese companies' traditional "IE (family)" by 
evil companies, and (2) how companies should overcome the evil company and be based on a new 
management philosophy that embraces the interests of various stakeholders.

研究分野：経営学

キーワード： ブラック企業　日本的経営　組織ディスコース分析　企業倫理　家の論理　日本的雇用慣行　スエット
ショップ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ブラック企業問題に対する関心は高いが、多くの研究は長時間労働問題といった単なる現象説明や、または問題
提起のみとなっており、ブラック企業がなぜ生じたのかについては十分に検討がなされていない。本研究では、
このことについて理論的・実証的に明らかにした点において、学術・社会的意義が存在する。そのため、CMSや
ディスコース分析に基づきブラック企業が自身の行為を正当化し、そして新卒正社員に対し過重労働を強いる歪
曲された「家」の論理について示し、またブラック企業問題とは対照的な企業の比較調査を通じて、経営者、従
業員、顧客、株主、さらには社会の繁栄を前提とする本来の「家」の論理による企業について明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

長時間労働とそれに伴う従業員の自殺などが問題となっている労働搾取が深刻な社会問

題となってるが、政府の働き方改革といった政治的な制度改革によって十分に解消すると

は思われない。そもそも「ブラック企業」については、すべての企業がブラックというわけ

ではなく個別の企業の問題としてもとらえるべきである。なぜこのようなブラック企業問

題が日本で生じたのであろうかについては、日本独特の経営の観点から考える必要がある。 

しかしながら、バブル崩壊やリーマンショック、さらに電通の例にみられるような厳しい

競争にさらされている企業では、雇止めや派遣切りといった非正規社員を中心とした雇用

の流動化が生じるとともに、正社員の採用抑制も生じることとなり、その結果、大学新規卒

業者の就職活動が過熱するとともに、大量に新規卒業者を採用し、過重なる労働をさせると

いったブラック企業問題が生じることとなった(四本他,2015)。このことは、単に残業時間

を無くして長時間労働をなくすとか政府による「働き方改革」によって解決するという単純

な問題ではない。現実には、仕事の自宅での仕事の増加や残業代の減少による収入の減少に

よる家計への圧迫など、副次的な問題も生じている。他方で、日本的経営の理念を継承しつ

つすべての企業関係者の繁栄をもたらす新たな経営理念による、いわば「コミュニティ企業」

とも言うべきホワイト企業も存在する。本研究は、「ブラック企業」の学術的分析と代替的

企業経営というべき「コミュニティ企業」について研究することを意図している。 

 

２．研究の目的 

今日、日本において大きな社会問題となっているのが「ブラック企業」である。ブラック

企業とは、新卒正社員を大量に採用するも、その社員たちを入社後に過当な選別競争にさら

し、そのために異常な長時間労働と残業代の未払いを当然のこととして受け入れさせ、競争

からあぶれた社員を自発的な退職へと追い込むような戦略的パワーハラスメントが行われ

ている企業のことを指す(今野, 2012)。本研究で我々は、この現象に対し定性型調査を主に

CMSやディスコース分析の知見を用いて、また補完的には定量分析を用いてブラック企業の

日本企業の伝統的な「家」の戦略的利用について検討の検討を通してブラック企業を乗り越

える、そしてブラック企業問題とは無縁の新たな経営理念に基づく日本的経営とコミュニ

ティとしての企業のあり方について研究を行う。 

 

３．研究の方法 

上述の目的に対し、我々は主にインタビュー調査による定性型研究、Critical Management 

Studies(CMS)やディスコース分析の知見と定量分析を用いて、このブラック企業問題を分

析し、その問題点を論理的に明らかにした。CMSは、ディスコース分析を用いながらオルタ

ナティブな視点から分析する研究アプローチである(Alvesson and Willmott,1992) 。本研

究においては、ブラック企業で用いられる「家」や「家族」の戦略的ディスコースに焦点を

あて、ブラック企業において過重なる労働がいかに成立・発展したのか、同時にそれとは反

面教師といえる日本的経営の論理によるコミュニティ経営について明らかにした。そのた

め、本研究プロジェクトの具体的目標として、以下の 3つを設定した。 

 

(1) CMS及びディスコース分析につての理論的かつ方法論的研究  

(2) 日本的雇用慣行の変化とブラック企業の発生に関する調査研究  



(3) 代替的企業としてのコミュニティ企業に関する調査研究 

 

このように 3 点の具体的目標を設定した理由としては、ブラック企業問題に対する関心

は高いが、多くの研究は、長時間労働問題とった単なる現象説明や、または問題提起のみと

なっている。そのため、ブラック企業がなぜ生じたのか、については十分に検討がなされて

いない。日本におけるブラック企業問題は大学を卒業した者、特に新入社員が対象となり生

じている。なぜこのような問題が生じるのかについて、理論的・実証的に明らかにする点に

ある。また、そうしたブラック企業問題が大企業社員によるネット上での言説に端を発して

いることから、根底に、大企業を中心した経営者の「日本的経営」の成功体験と企業文化が

あるのではないかと考える。 

従って、本研究では、CMSやディスコース分析に基づいて、従来のブラック企業研究にと

どまらず、第一にブラック企業が自身の行為を正当化し、そして新卒正社員に対し過重労働

を強いる「家」の論理の戦略的利用を示す点にある。第二に、このブラック企業問題とは対

照的な企業の比較調査を通じて、経営者、従業員、顧客、株主、さらには社会の繁栄を前提

とする「就職したい」「あるいは子供を就職させたい」といわれる本来の日本的「家」の論

理による代替的な企業について明らかにすることにより、これからの企業経営のあり方に

ついて提言した。当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果

と意義本研究は、3つの点において斬新なアイディアがあると考える。 

第 1に、週刊誌にみられる強者としての企業、弱者としての労働者という構図をセンセー

ショナルに取り扱うのではなく、CMSやディスコース分析を用いることで確固たる理論フレ

ームを構築し、また実際の企業を従業員のインタビュー等を通じて明らかにすることは、こ

れまでの研究にない先駆的なものであると考える。第 2に、昨今、大企業には企業の社会的

責任や企業倫理が特に強く求められているが、そうした大企業の一部において、このブラッ

ク企業問題が深刻になっている点に注目した。本研究では、かつての日本企業の繁栄を支え

てきた経営システムの随伴的結果、あるいは負の遺産としてのブラック企業現象としてと

らえていくところに新規性を持っていると考える。このような研究は、Boje(1995) の

Disney Magic Kingdom等の海外のごく少数の事例以外にないことから、これまでにない斬

新なアイディアが存在すると考える。 

第 3に、「ブラック企業」のロジックの解明のみならず、従業員の自主性を尊重し、頼関

係に基づく利害関係者、例えば「顧客であり株主である」といった地域社会に貢献する新た

な経営理念のよる代替的なコミュミュティ企業との比較を通して、これからの企業のあり

方を提言することである。 

以上のように本研究には独創性が存在しており、このことが我が国の経営学研究におい

て貢献できたと考える。また、本研究は実務にも貢献がなされたと考える。本研究により、

「新卒者が過酷職場にも関わらずなぜ働き続けるのか？」や「世間の非常識が、企業の常識

になるのはなぜか？」、そしてどのようにブラック企業が自身の行為を正当化し、従業員に

過度な労働をさせるレトリック戦略が形成されるのかを示すことができる。同時に企業に

関わるすべての利害関係者に繁栄をもたらす優良企業の姿を示すことにより、ブラック企

業に対し警鐘を鳴らすことにも学生の企業選択過程において貢献がなされたといえよう。 
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